８．水路トンネル工

〔記入例〕

8-1　記入上の留意点

水路トンネル工の記入上の留意点

１．総括表

本総括表は設計業務の主要内容を記述し、報告書の概要をなすもので、記載にあたり次の点に留意されたい。

（１）施工坑口が、２ヶ所以上ある場合は併記する。

（２）トンネル施工区分は、新設、改修別等を記載する。

（３）トンネル地質は、代表的地質を記載する。

（４）トンネルの最小土かぶりは、坑口、中間点（測点）等の位置も記載する。

（５）本体工の構造計算における土かぶりは、特別の場合を除き、4.0ｍとして計算する。

（６）支保工の計算における地山単位体積重量は、計算地山の重量を採用する。

２．設計内容（要点）記載表

本表記載に際して次の点に留意されたい。

（１）1.1（設計目的、主旨等）

1)■有□無の選択を行ない、特記事項をその後に記入する。

（２）1.2（設計基本条件）

1)設計通水量は　　　Ｑ=3.955ｍ３/ｓ

2)引継ぎ水位は　　ＷＬ=101.30ｍ　水面高

（３）1.4（実地調査等）

1)トンネル坑口部は資器材の搬入、搬出、排水処理、ズリ処理等の騒音振動を近隣住民に与えるため、公害対策上から十分な環境調査を行う必要がある。

（４）1.5（設計、計画　その１　2/2）

1)トンネル路線に曲線がある場合、許容最小曲線半径は、掘削工法及び履行方法により異なるが、仮設横坑等で掘削作業面から検討する場合は、Ｒ＝30ｍ以上あれば十分である。

2)トンネルの最小土かぶり地点は、測点も記入する。

（５）1.6（設計、計画　その２　1/5）

1)幌型断面において、施工上からインバート面を水平に仕上げることがあるが、構造計算において十分安全を確認する必要がある。

（６）1.6（設計、計画　その２　2/5）

1)最小施工断面において、設計巻圧が20cm以下のタイプでＨ-100の志保工を用いる場合は、曲げ加工半径Ｒ=1.2ｍを確保するためＳＬ上で偏心させる必要がある。

（７）1.6（設計、計画　その２　5/5）

1)坑内の換気計画は、発破後ガス、排ガス、作業員の呼気、自然発生する有害ガス等より、最大となる対象汚染源を想定し、決定する。

（８）2.1（水理計算）

1)設計流量は、最大通水時における設計対象区間内の最大と最小を記入する。

（９）2.3（出入口構造　1/2）

1)土の諸数値は、設計基準により下記の値を採用する。

土質名　単位重量

湿潤土　17.65KN/ｍ３
水中土　 9.81〃　　設計基準　ｐ174

飽和土　19.61〃

（10）2.5（構造計算　その１）

1)鋼製志保工には、鋼製リブ式、鋼管志保工、ライナープレート等があり、経済比較によって決定する。

2)この書式は、トンネルタイプ毎に作成する。

（11）2.5（構造計算　その３　1/2）

1)幌型断念の構造計算は、箱形断面としても検討する必要がある。

2)鉄筋コンクリート断面の最小部材厚は、25cmとする。

（12）2.7（構造図　その１）

1)各タイプ毎に作成する。

2)１枚の図面に各タイプ（標準断面）の断面、詳細を図化する。

（13）3.1（数量計算　1/3）

1)各タイプ毎の延長及び、志保工ピッチ毎の単位数量を算定する。

（14）3.2（施工計画　1/4）

1)トンネル数量、施工計画を確定し、掘削、ライニングのサイクルスタイル及び、工程表を作成する。

（15）3.2（施工計画　3/4）

1)詳細な施工計画により、施設規模、機器の規格を算出する。

（16）3.3（特別仕様書　1/2）

1)工事実施における、重要事項が記述されているか否かの確認。
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